
ワカメ養殖場の栄養塩濃度を予測する技術

当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。

秋季にワカメ養殖場に幼芽を巻き込むタイミングとして重要な栄養塩濃度
を50日先まで予測するモデルを開発しました。

技術の概要

期待される効果

• 毎月行われる岩手県水産技術センターの調査データを用いてその先の栄養
塩濃度の変化を予測

• ワカメの巻き込みに適した栄養塩濃度になる日を確率で表示したカレン
ダーを作成

• カレンダーは岩手県水産技術センターのHPに掲載

• ワカメの巻き込み作業をいつ行うかあら
かじめ予定を立てることが可能

• 栄養塩濃度がワカメの生育に不十分な状
態での巻き込み実施を回避し、芽落ちリ
スクを軽減

• 栄養塩濃度のリアルタイム配信システム
とあわせてより正確な栄養塩濃度情報を
提供
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栄養塩濃度がワカメの巻き込みに適した濃度になる確率
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